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学外委員からの主な意見 対応状況

オンラインのオープンキャンパスについて
道外からの参加者もいるため、地域によって疑問は異な
ると思う。それらの疑問を集めて分析し、オープンキャ
ンパスで映像に取り込む工夫をしてはどうか。

令和３年度のWebオープンキャンパスでは，道外出身学生の授業風景や生活風景，北海道での生活で異
なる点などをまとめた一日の映像を制作し，掲載します。

三大学経営統合にあたり、教員同士だけが交流するだけ
ではなく、学生たちの声も聴くことが大切であり、一番
重要であると思う。また、それが北海道の力になってい
くことを期待している。固定観念にとらわれるのではな
く、それぞれの大学の良い点・悪い点をうまく合わせて
進めていくことが、学生にとっても良いことである。

三大学の学生交流の場を設けるとともに、各種アンケート等を通じて学生の声を広く集め、IR室を中心に
分析し、教育プログラム等の改善につなげていきます。
また、教育研究連携評議会における法人全体の教育研究の方向性、三大学連携の教育研究事業等に関する
協議を積み重ねること等により、それぞれの大学の特色をうまく活用して法人統合のシナジー効果を生み
出していきたいと考えています。

産学連携センターや新たに設置したの企業等集積プラッ
トフォームなどで資金や寄付金の獲得を目指す方針には
賛成する一方で，目先の利益のみ追求するような研究に
走ることなく，人材育成と将来の学術研究の基礎となる
ような研究を地道に積み重ねていただきたい。

本学は、「食を支え、くらしを守る」人材の育成を看板として掲げ、実学を基調として、食の安全・安心
を担保するため、感染症対策、家畜の生理機構の解明といった基礎研究や家畜の生理機構の解明に基づく
生産性の向上といった応用研究のように生命や生活を保障するための多くの課題を見出し、解決するため
の多様な教育・研究を展開しています。今後も掲げたミッションに沿うように、獣医・農畜産業社会にお
いて、日本はもちろん海外でも多方面で活躍が可能な人材を育成して参ります。

三大学経営統合後には，それぞれの大学の個性を活かし
ながら，また，各大学が今後どうしていくか等，さらに
工夫して，分かりやすいものにしていただきたい。

ご意見いただいたとおり、経営統合後の財務レポートについては、大学の個性を活かし、より分かりやす
い内容となるようにいたします。

内容的には財務レポートというよりも統合レポートのよ
うな内容になっているので，「財務レポート」ではな
く，社会に分かりやすいような名前を検討されてはどう
か。また，今後，内容を充実させるために，昨今の
SDGsのテーマも含めるなど，帯広畜産大学として活動
内容を発信できるようなものを期待する。

ご意見いただいたとおり、名前についてはより分かりやすいものとなるように変更します。また、SDGs
のテーマも含めるなどの内容の充実についても、学内で検討の上、帯広畜産大学の活動内容をより発信で
きるような内容にしていきます。

運営費交付金の削減により，国立大学法人の学長は研究
費の配分等に苦労されていることと思うが，研究者が研
究費の獲得に気を使わなくて済むよう，文部科学省に訴
えていただきたい。

運営費交付金の削減を契機に、本学としても外部資金獲得等を支援するための研究活性化支援経費拡充な
ど、更なる研究費獲得に向けて予算編成方針の変更などを行ってきた。ご意見をいただいた研究者の今後
の研究費充実については、前述の学内での取組の推進と並行し、文部科学省に対して大学として訴えてい
きます。

令和3年度の経営協議会における学外委員からの主な意見とその対応状況



帯広畜産大学ならではのSDGsの取り組みを示し，学生
や企業，地域社会に対してアピールしていただきたい。

帯広畜産大学として特色あるSDGsに対する取組を実施するとともに、今後、統合報告書等の広報物にお
いて、活動内容を広く発信していきます。

経営統合において，全体の最適化のために三大学それぞ
れの特徴が削られることもあるので，中期計画において
は帯広畜産大学としての今後の見通しをしっかりと盛り
込んでいただきたい。

経営統合の基本方針に、教育・研究の自主性・自律性の確保を定めており、各大学の特徴は削られること
はありません。三大学がそれぞれの強み・特色を伸ばすことによって、一層特徴的な教育・研究に取り組
んで参ります。また、中期計画には法人としての取組を記載しております。本学の特徴ある取組について
は、独自の目標・計画を設定するとともに、その進捗状況を広く発信して参ります。

三大学のそれぞれの得意分野があるので，各々の取り組
みや特色を生かしつつ，それに係る費用を予算化してい
くことが大事。

中期計画と同様に、経営統合の基本方針としては教育研究の自主性・自立性を確保することとしており、
また、予算編成においても教育研究関連以外の予算の合理化、効率化を実現することで、三大学の教育研
究活動の充実を目指すこととしています。統合により各大学の強み特色が更に強化されるよう、引き続き
三大学で協議を進めて参ります。


